


ご あ い さ つ

我が国では、国民皆保険の下、誰もが安心して医療を

受けることができる医療制度を実現しています。

少子高齢社会が急速に進む中、世界に冠たるこの皆保

険制度を堅持し、将来にわたり持続可能な医療保険制度

を構築することが大きな課題となっています。

そこで、医療制度改革の一環として、国及び各都道府

県が医療費適正化を推進するための計画を策定すること

とされました。

本県は現在、県民の高齢化率や平均年齢が低く全国有

数の若い県です。医療機関に受診する県民の割合も低く、

県民１人当たり医療費は全国で最も少なくなっています。従って、全国一健康な

県民と言えるかもしれません。

しかし、今後は、全国一のスピードで高齢化が進み、医療や介護への対応が大

きな課題になると予測されます。

こうした本県の将来を、私は明るく前向きに捉えたいと考えています。高齢に

なっても生涯現役で元気に暮らせる日本一の健康長寿県を目指したいと思いま

す。

この埼玉県健康長寿サポートプランは、県民の皆様の健康保持を推進するとと

もに、地域の医療資源の有効活用により医療費の適正化を推進し、将来にわたり

安心な医療制度を堅持しようとするものです。

本計画では、若い時期からメタボリックシンドローム対策に重点的に取組み、

生活習慣病予防の徹底を図ります。そして、病気になった場合でも、安心して療

養できるよう医療や介護サービスが十分に提供される体制を確保してまいりま

す。

計画の推進に当たっては、行政、保健・医療・福祉関係者及び医療保険者によ

る環境づくりが基本となりますが、何よりも、県民の皆様が御自身の健康を守る

ために積極的に行動することが重要です。

私は、計画の実現に全力で取り組んでまいりますので、皆様方の御理解と御協

力を心からお願いいたします。

本計画は全国と足並みをそろえて策定するものですが、今後さらに、２０年、

３０年先を見据えて健康長寿県を目指した本県独自の取組についても研究してま

いります。

結びに、本計画の策定に当たって、貴重な御意見、御提言をいただきました埼

玉県地域保健医療計画等推進協議会委員の皆様を始め、関係団体や県民の皆様方

に心からお礼申し上げます。

平成２０年２月






















































